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甲状腺癌甲状腺癌甲状腺癌甲状腺癌はははは発見動機発見動機発見動機発見動機によりによりによりにより、、、、以下以下以下以下のののの４４４４つにつにつにつに分類分類分類分類ささささ

れますれますれますれます１１１１）））） 

１１１１．．．．オカルトオカルトオカルトオカルト癌癌癌癌    

 ( Occult carcinoma) 

転移巣による臨床症状が先行し、

原発巣を検索したが発見されず、

その後原発巣の甲状腺癌が発見さ

れたもの 

２２２２．．．．偶発癌偶発癌偶発癌偶発癌    

 ( Incidental carcinoma) 

摘出標本の病理学的検索で甲状腺

癌が発見されたもの 

３３３３．．．．ラテントラテントラテントラテント癌癌癌癌    

 ( Latent carcinoma) 

剖検により初めて甲状腺癌が発見

されたもの 

４４４４．．．．臨床癌臨床癌臨床癌臨床癌  
( Clinical carcinoma) 

上記以外の臨床的甲状腺癌 

 

 

 

 

 

 

症例提示症例提示症例提示症例提示１１１１：：：：内内内内頚頚頚頚静脈静脈静脈静脈、、、、迷走神経浸潤迷走神経浸潤迷走神経浸潤迷走神経浸潤、、、、反回反回反回反回

神経麻痺神経麻痺神経麻痺神経麻痺をををを伴伴伴伴ううううオカルトオカルトオカルトオカルト癌癌癌癌２２２２））））    

70 代、女性。29 年前から嗄声があり、右反回神経麻痺と診断

されていたが、原因不明と言われていた。術前画像診断で右

Ⅶ、右Ⅲリンパ節腫大、甲状腺右葉に 0.8ｃｍの腫瘤を認め

た。甲状腺右葉切除、右内頚静脈、右迷走神経、右反回神経

合併切除、D2a 郭清を施行した。病理組織は高分化型乳頭癌、

広範なリンパ節転移を認めた(図 1A、図 1B)。 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

症例提示症例提示症例提示症例提示２２２２：：：：側側側側頚頚頚頚嚢胞嚢胞嚢胞嚢胞をををを疑疑疑疑われたわれたわれたわれたオカルトオカルトオカルトオカルト癌癌癌癌    

40 代、男性。右側頚部にリンパ節腫大があり、近医から側頚

嚢胞を疑われ、紹介となった。CT で右顎下部に嚢胞状腫瘤を

認め（図 3A）、甲状腺エコーで右葉に 0.7ｃｍの腫瘤を認めた 

(図 3B)。甲状腺右葉腫瘤の ABC はクラスⅤであった。 

甲状腺右葉切除、D2a 郭清施行。病理組織は高分化型乳頭癌、

右Ⅴbは嚢胞状に腫大し転移を認めた（図 4A、図 4B）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図１１１１ＢＢＢＢ        

摘出標本摘出標本摘出標本摘出標本：：：：右右右右ⅦⅦⅦⅦリンパリンパリンパリンパ節節節節ははははⅥⅥⅥⅥリリリリ

ンパンパンパンパ節節節節とととと癒合癒合癒合癒合しししし右内右内右内右内頚頚頚頚静脈静脈静脈静脈、、、、右右右右

迷走神経迷走神経迷走神経迷走神経にににに浸潤浸潤浸潤浸潤していたしていたしていたしていた。。。。    

 

図図図図 1A1A1A1A    

摘出標本摘出標本摘出標本摘出標本：：：：甲状腺右葉甲状腺右葉甲状腺右葉甲状腺右葉にににに 0.80.80.80.8ｃｍｃｍｃｍｃｍのののの
微小微小微小微小石灰化乳頭石灰化乳頭石灰化乳頭石灰化乳頭癌癌癌癌（（（（黄黄黄黄矢印矢印矢印矢印        ））））をををを
認認認認めためためためた。。。。右葉下極右葉下極右葉下極右葉下極にににに 2.32.32.32.3ｃｍｃｍｃｍｃｍのののの転移転移転移転移
リンパリンパリンパリンパ節節節節（（（（右右右右ⅢⅢⅢⅢLNLNLNLN赤矢印赤矢印赤矢印赤矢印        ））））がががが
ありありありあり、、、、甲状腺甲状腺甲状腺甲状腺にににに癒着癒着癒着癒着しししし一体化一体化一体化一体化していしていしていしてい
たたたた。。。。    

 

図図図図３３３３ＡＡＡＡ    

頚頚頚頚部部部部 CTCTCTCT：：：：右顎下部右顎下部右顎下部右顎下部にににに嚢胞嚢胞嚢胞嚢胞

状腫瘤状腫瘤状腫瘤状腫瘤（（（（右右右右ⅤⅤⅤⅤbbbb リンパリンパリンパリンパ節節節節））））

をををを認認認認めためためためた。。。。    

 

甲状腺甲状腺甲状腺甲状腺ののののトピックスートピックスートピックスートピックスー４４４４            ミステリアスミステリアスミステリアスミステリアスなななな癌癌癌癌        

図図図図２２２２    

術中所見術中所見術中所見術中所見（（（（シェーマシェーマシェーマシェーマ）：）：）：）：

甲状腺右葉甲状腺右葉甲状腺右葉甲状腺右葉にににに 0.80.80.80.8ｃｍｃｍｃｍｃｍ

のののの微小乳頭癌微小乳頭癌微小乳頭癌微小乳頭癌をををを認認認認めめめめ

たたたた。。。。右右右右ⅦⅦⅦⅦ、、、、ⅥⅥⅥⅥリンパリンパリンパリンパ節節節節

はははは癒合癒合癒合癒合しししし右内右内右内右内頚頚頚頚静脈静脈静脈静脈、、、、

右迷走神経右迷走神経右迷走神経右迷走神経をををを巻巻巻巻きききき込込込込みみみみ

浸潤浸潤浸潤浸潤していたしていたしていたしていた。。。。右右右右ⅢⅢⅢⅢリリリリ

ンパンパンパンパ節節節節もももも右反回神経右反回神経右反回神経右反回神経にににに

浸潤浸潤浸潤浸潤していたしていたしていたしていた。。。。    

 

図図図図３３３３ＢＢＢＢ    

頚頚頚頚部部部部エコーエコーエコーエコー( ( ( ( エラストエラストエラストエラストグラフィーグラフィーグラフィーグラフィー))))：：：：右葉右葉右葉右葉にににに約約約約 0.70.70.70.7 ㎝㎝㎝㎝のののの

低低低低エコーエコーエコーエコー腫瘤腫瘤腫瘤腫瘤をををを認認認認めめめめ、、、、エラストグラフィーエラストグラフィーエラストグラフィーエラストグラフィーではではではでは BlueBlueBlueBlue にににに

描出描出描出描出されるされるされるされる硬度硬度硬度硬度のののの高高高高いいいい腫瘤腫瘤腫瘤腫瘤であったであったであったであった。。。。    

 

ここここのののの中中中中でもでもでもでも、、、、甲状腺甲状腺甲状腺甲状腺オカルトオカルトオカルトオカルト癌癌癌癌はははは転移巣転移巣転移巣転移巣がががが明瞭明瞭明瞭明瞭にににに

もかかわらずもかかわらずもかかわらずもかかわらず、、、、原発巣原発巣原発巣原発巣不明不明不明不明でででで原因検索原因検索原因検索原因検索がががが難航難航難航難航するするするする

ことがことがことがことが多多多多くくくく、、、、臨床的臨床的臨床的臨床的にににに重大重大重大重大なななな問題問題問題問題をををを抱抱抱抱えていますえていますえていますえています。。。。    



 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

症例提示症例提示症例提示症例提示３３３３：：：：広範広範広範広範ななななリンパリンパリンパリンパ節転移節転移節転移節転移をををを伴伴伴伴うううう微小微小微小微小

オカルトオカルトオカルトオカルト癌癌癌癌    

70 代男性、甲状腺左葉腫瘤のため紹介となった。左葉に

Adenomatous goiter 様腫瘤(1.7cm)、右葉石灰化腫瘤(0.3 cm)

を認めた（図 5A）。ABC はいずれもクラスⅡであった。しかし、

右Ⅵリンパ節の腫大（2.3 cm）があり（図 5B）、同部位の ABC

でクラスⅤ（甲状腺乳頭癌疑い）と診断された。 

甲状腺全摘、D2b 郭清を行った。病理検査では、高分化型乳

頭癌多発（右葉・峡部）、Adenomatous nodule（左葉）、リン

パ節Ⅰ、Ⅱ、右Ⅲ、右Ⅴa、右Ⅵに多数の転移が認められた（図

6A、6B）。 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

甲状腺甲状腺甲状腺甲状腺エコーエコーエコーエコー検査検査検査検査とととと ABCABCABCABC のののの限界限界限界限界：：：：    

大きな頚部リンパ節腫大があり、細胞診(ABC)で悪性所見が

あれば、甲状腺癌が最初に疑われます。もちろん、咽頭、喉

頭、食道、胸部、腹部臓器などの部位からの転移、炎症など

による反応性リンパ節腫大も検討する必要があります３）。 

しかし、CT、エコー、PET などを行っても、甲状腺原発の

癌を疑わせる腫瘤が不明のことをよく経験します。また、甲

状腺内に多発腫瘤があり、原発巣の同定困難な症例もありま

す。微小腫瘤の場合、腫瘍径が 5ｍｍ以上あれば、正確な ABC

が可能です。しかし、腫瘤径が２－３mm の場合や石灰化病変

であれば細胞採取が難しく、ABC での評価は困難となります。 

通常、転移リンパ節と同側に原発巣がありますが、稀には

対側葉からの転移もあり、甲状腺切除範囲とリンパ節郭清範

囲を決める上では細心の注意が必要となります。 

    

    

    

    

１１１１．．．．甲状腺癌取扱甲状腺癌取扱甲状腺癌取扱甲状腺癌取扱いいいい規約規約規約規約（（（（第第第第６６６６版版版版）、）、）、）、金原出版金原出版金原出版金原出版、、、、2005200520052005 年年年年    

２２２２．．．．杉野圭三杉野圭三杉野圭三杉野圭三、、、、杉桂二杉桂二杉桂二杉桂二、、、、土肥雪彦土肥雪彦土肥雪彦土肥雪彦らららら、、、、29292929 年前年前年前年前よりよりよりより存在存在存在存在したとしたとしたとしたと

考考考考えられるえられるえられるえられる甲状腺甲状腺甲状腺甲状腺オカルトオカルトオカルトオカルト癌癌癌癌のののの 1111 例例例例、、、、内分泌外科内分泌外科内分泌外科内分泌外科 14:  14:  14:  14: 

145 145 145 145 –––– 148, 1997 148, 1997 148, 1997 148, 1997    

３３３３．．．．杉野圭三杉野圭三杉野圭三杉野圭三、、、、浅原利正浅原利正浅原利正浅原利正。。。。頚頚頚頚部部部部リンパリンパリンパリンパ節腫脹節腫脹節腫脹節腫脹。。。。臨床外科臨床外科臨床外科臨床外科 59595959：：：：

123123123123－－－－126,2004.126,2004.126,2004.126,2004.    

図図図図４４４４ＢＢＢＢ    

摘出標本摘出標本摘出標本摘出標本：：：：嚢胞状嚢胞状嚢胞状嚢胞状にににに変化変化変化変化したしたしたした

右右右右ⅤⅤⅤⅤbbbb リンパリンパリンパリンパ節節節節（（（（約約約約３３３３cmcmcmcm））））。。。。    

嚢胞液中嚢胞液中嚢胞液中嚢胞液中ののののサイログロブリサイログロブリサイログロブリサイログロブリ

ンンンン濃度濃度濃度濃度はははは 12121212,,,,000ng/ml000ng/ml000ng/ml000ng/ml とととと上昇上昇上昇上昇

していたしていたしていたしていた。。。。    

図図図図４４４４ＡＡＡＡ    

摘出標本摘出標本摘出標本摘出標本：：：：甲状腺右葉甲状腺右葉甲状腺右葉甲状腺右葉にににに 0.70.70.70.7 ㎝㎝㎝㎝のののの

乳頭癌乳頭癌乳頭癌乳頭癌をををを認認認認めためためためた。。。。 

図図図図５５５５ＢＢＢＢ    

頚頚頚頚部部部部ＣＴ：ＣＴ：ＣＴ：ＣＴ：石灰化石灰化石灰化石灰化をををを伴伴伴伴いいいい

腫大腫大腫大腫大したしたしたした右右右右ⅥⅥⅥⅥリンパリンパリンパリンパ節節節節をををを

認認認認めためためためた    

 

図図図図５５５５ＡＡＡＡ    

頚頚頚頚部部部部エコーエコーエコーエコー：：：：甲状腺右葉甲状腺右葉甲状腺右葉甲状腺右葉にににに 0.3cm0.3cm0.3cm0.3cm のののの石灰化腫瘤石灰化腫瘤石灰化腫瘤石灰化腫瘤をををを認認認認めためためためた 

図図図図６６６６ＡＡＡＡ    

摘出標本摘出標本摘出標本摘出標本：：：：甲状腺右葉上極甲状腺右葉上極甲状腺右葉上極甲状腺右葉上極

にににに 0.3cm0.3cm0.3cm0.3cm のののの腫瘤腫瘤腫瘤腫瘤、、、、左葉下極左葉下極左葉下極左葉下極

にににに 1.7cm1.7cm1.7cm1.7cm のののの腫瘤腫瘤腫瘤腫瘤をををを認認認認めためためためた。。。。

左葉腫瘤左葉腫瘤左葉腫瘤左葉腫瘤はははは Adenomatous Adenomatous Adenomatous Adenomatous 

nodulenodulenodulenodule であったであったであったであった。。。。    

図図図図６６６６ＢＢＢＢ    

摘出標本摘出標本摘出標本摘出標本（（（（拡大拡大拡大拡大））））：：：：右葉上右葉上右葉上右葉上

極極極極腫瘤腫瘤腫瘤腫瘤はははは 0.3cm0.3cm0.3cm0.3cm のののの大大大大きさきさきさきさ

でででで高分化型乳頭癌高分化型乳頭癌高分化型乳頭癌高分化型乳頭癌であっであっであっであっ

たたたた。。。。 

参考文献参考文献参考文献参考文献    


